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令 和 ７ 年 ３ 月 １ ７ 日 

震災伝承ネットワーク協議会 

( 東 北 地 方 整 備 局 ) 

 

第１４回震災伝承ネットワーク協議会を開催します 
 

 
 

 

 

 

 
 
１．開催概要 

日時：令和７年３月２７日（木） １１:００～１２:００ 

場所：東北地方整備局１１階 ＤＸルームⅠ 

宮城県仙台市青葉区本町３丁目３番１号 仙台合同庁舎Ｂ棟 

会議形式：Ｗｅｂ・現地 同時開催 

 

２．主な議題 

     （１）震災伝承施設等の登録・更新 

        ・「震災伝承施設」の追加登録 

        ・ピクトグラム案内標識整備計画 

     （２）震災伝承の取組状況等について 

     （３）今後の震災伝承の進め方について 

 

３．その他 

  ・別添 取材登録書にてお申し込みをお願い致します。 

・受付は１階ロビーにて１０時３０分から行います。 

・本協議会は、報道関係者を対象に公開しますが、カメラ撮りは会議冒頭のあい

さつまでとします。 

 
 

【発表記者会】青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、宮城県政記者会、福島県政記者クラブ、 

東北電力記者会、東北建設専門紙記者会  

「震災伝承施設」の追加登録や震災伝承ネットワーク協議会が取り組

む内容などの議論を行うため、東北地方整備局、青森県、岩手県、宮城

県、福島県、仙台市ならびに復興庁による震災伝承ネットワーク協議会

を開催します。 

【 問合せ先 】 
震災伝承ネットワーク協議会事務局（国土交通省東北地方整備局企画部） 

                               いしい   ひろゆき  

震災伝承推進官    石井 宏幸 （内線3119） 
                              ひのぐち   げん 

企画課  課長補佐   日野口 厳 （内線3158） 
代表電話：022-225-2171            



（別添）

取材を希望される方は、事前にメールにてご登録をお願いします。

メール送信期限：令和７年３月２４日（月）１２：００まで

メール送信先：東北地方整備局　企画部　企画課

メールアドレス：thr-densho@mlit.go.jp 

◆報道機関名

◆取材者

１）代表者

２）

３）

◆連絡先（代表者の連絡先）

　【備考】

　上記の「◆連絡先（代表者の連絡先）」には、取材当日に連絡可能な携帯電話等の連絡先を

記入して下さい。

　駐車場につきましては、一般の駐車場などを事前にご確認の上、お越し下さい。

 【問い合わせ先】
　　・東北地方整備局　企画部　企画課　課長補佐　日野口

　　　電話：022-225-2171（内線3158）

第１４回　震災伝承ネットワーク協議会
取　材　登　録　書



震災伝承施設の登録状況

「震災伝承施設」の登録は、３つで分類

【登録施設】
全３４４施設
（２０２４年８月２９日時点）

第１分類 ★☆☆ 第２分類 ★★☆ 第３分類 ★★★

・震災伝承に関する施設 第１分類の条件を満たし、
・訪問者が利用できる十分な駐車
場を有する
・公共交通機関の利便性が良い

第２分類の条件を満たし、
・案内員の配置や語り部活動が行わ
れている
・多言語対応や映像上映による展示

昭和8年3月3日 大震嘯災記念碑（名振）
（宮城県石巻市雄勝町）

津波遺構たろう観光ホテル
（岩手県宮古市）

施設数（件） 第１分類 第２分類 第３分類

青森県 １１ ５ ５ １

岩手県 １２９ ６９ ３５ ２５

宮城県 １６２ ７７ ５４ ３１

福島県 ４２ ５ ２５ １２

合計 ３４４ １５６ １１９ ６９

震災伝承看板
「地域の防災と基幹産業を支える「請戸漁港」
（福島県双葉郡浪江町）



「３．１１伝承ロード」の形成

震災伝承ネットワーク協議会
→https://www.thr.mlit.go.jp/shinsaidensho/

多様な方を誘う機会を創出

防災専門家、学術・研究機関、修学・学習、
自治体関係者、業界関係者、一般の方
など

（※主な震災伝承施設）

目標

①防災力の向上（教訓の伝承）

②地域の活性化（学びの対流）

イメージ

「３．１１伝承ロード」とは

東日本大震災の被災地には、被害の実
情や教訓を伝える「震災伝承施設」が数
多くある

「３．１１伝承ロード」とは、これらの施設
をネットワーク化し、防災に関する「学
び」や「備え」を国内外に発信することで
震災を風化させず、後世に伝え続けてい
く取り組みのこと


